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企業紹介

安田産業グループ安田産業グループ

本 社 京都市伏見区本 社 京都市伏見区

従業員数 300名従業員数 300名

主な業務 廃棄物処理業、資源物の製造、水耕
栽培事業等
主な業務 廃棄物処理業、資源物の製造、水耕
栽培事業等



SDGｓの取組み（2017年ー2019年）



実際の取組みとねらい











LINE公式アプリとオンラインショップ





SDGsの取組み（2019年ー2022年）



実際の取組みとねらい



Kyoto Times



得られた結果

• 従業員がSDGｓとは？を理解した。
ー期間、目標、１６９の地域、１７６のターゲット

・社外向けに、単に廃棄物運搬業はなく、SDGｓ経営企業として認知
ー小学校・大学・取引先企業とSDGｓ事業を共創するように



廃棄物の基礎
新しい３つの「R」



「不確実性」という１つの特徴

いつ
どこから
だれが
なにを
どれだけ
どのように
これらの「不確実性」が廃棄物の特徴の１つと思っている



廃棄物の大別

家庭系廃棄物と事業系廃棄物

一般廃棄物と産業廃棄物

それぞれ違う特徴を持ち、違う仕組みで回収されている。
→コロナ禍において、全く違う状況になった。



2020年4月を振り返って

・家庭系廃棄物
回収量20％増
業務負担量増

・事業系廃棄物
休業要請を受けて、回収先が減少
業務負担は変わらず。。



休業要請を受けての推移



新法案施行の話題

政府が検討中の新法案「プラスチック資源循環促進法案」
概要が2021年1月15日にリリースされた。
ストローをはじめるとする使い捨てプラ製品を多量に提供する飲食店に
削減を義務付けるなどし、プラごみの排出抑制やリサイクルを促進する。

2022年の施行。



そもそもの課題の背景は？

世界的なプラスチック消費量の増加に伴い、流出が深刻化。
現状の流出ペースでは、2050年には海を漂うプラスチックごみが
魚の重量（7.5億トン）を上回る。

日本政府もG20で「2050年までに海洋プラスチックごみによる
追加的な汚染をゼロにまで削減する」と表明。
国際社会における最重要課題の一つとなった。



マイクロプラスチック問題

という課題。
人工芝、ブイ、プラスチック、などなど。

それぞれが主体性を持つということは？
社会問題の情報プラットフォームと、それを解決する企業が連携を図る。



New Normalと３つのR
これまでの３R

→Reduce（排出抑制）→Reuse（再利用）→Recycle(再生利用）

これからの３つのR

➡Reset（元の状態に戻す）
➡Rethink（再考）
➡Redeem（取り戻す）



どういう解決をするのか。

３つのR。リセットして再考して取り戻す。
人工芝の流出の課題
➡人工芝メーカーが他社と取り組む
➡プラスチック容器に変わる商材ができたら？
➡パーテーションってコロナ禍でたくさん必要になったのでは？
課題はすでに既存する。社会問題化していないだけ。
企業も個人も先に取り組んでみたらいいんじゃないかな？



New Normalと３つのR

これまでの３R

→Reduce（排出抑制）→Reuse（再利用）→Recycle(再生利用）

これからの３つのR

➡Reset（元の状態に戻す）
➡Rethink（再考）
➡Redeem（取り戻す）



エコバッグにシフトチェンジは正解？

現在の処理方法

リサイクル品のアウトプットの問題

他国への輸出依存

公衆衛生の問題



2023年以降の計画と展望
なにを「サービス」とする？



Go to New Normal !!



Go to New Normal !!



Go to New Normal !!



まとめ
• 廃棄物は単なるゴミでなく、資源物と形を変えた。
• これからの廃棄物は、不確実性をなくして、動脈産業サイドや行政に対してデー
タを共有する仕組みづくりに変わる。

• これからは競争社会ではなく、共創社会へと。

「もっと、ゴミやさんと話してみませんか？」

「新しい地図と、新しい教科書」



関連キーワード

RE100、DX、SX、グリーンリカバリー、脱炭素、society5.0、6次産
業、テレワーク、VR,XR、クラウドデータ、AI、５G、RPA、IoT、
サーキュラーエコノミー、New normal、ESG、エシカル、マイボト
ル、生物多様性、オンサイト処理、グレートリセット、食品ロス問題、
カーボンブライシング、ジェンダーギャップ、SDGｓウォッシュ、グ
リーンウォッシュ、リンスインシャンプー、気候危機、ダイバーシ
ティー、マイクロプラスチック、インフォメーショントリアージ、サ
ブスクリプション、シェアリングサービス、


